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生き方に学ぶ ～「ふるさと先生に学ぶ」～ 
さまざまな職域で活躍されている岩美町に縁（ゆかり）のある社会人講師をお招きし、１１月 

１７日（木）にキャリア教育「ふるさと先生に学ぶ」を実施することができました。ご講演いただ

いた方々の職種は起業家、漫画家、窯元、保護司の方です。＊紹介は裏面にて 

地元鳥取で生きることについて理解を深めるとともに地域の先輩の「人生観」や｢職業観｣につい

て学ぶなかで、自分の進路や社会人としての「生き方」について考えていこうとする態度を養うこ

とを目的として、子供たちは希望した２つの講演を受講しました。お話の中で働くことの意義だけ

でなく、人との繋がりの大切さ、粘り強く続けることの大切さなどよりよく生きていくために必要

なことを伝えていただきました。どの講師の方もさまざまな苦労を乗り越え、今の仕事に誇りを持

って生きておられることが伝わってきて、私自身改めて「働くこと」は「生きること」であると実

感することができました。４名の講師の方にはお忙しい中、本校生徒の学びのために貴重なお時間

を割いていただき感謝です。 

また生徒のみなさんが、会場準備や司会進行、講師の方の案内も担当しました。親や教師ではな

い大人と接することで大変緊張していましたが、何とか無事進行することができたようです。自分

たちで会を作り上げる難しさも感じてくれたのではないでしょうか。子どもたちにとっては教師以

外の大人に触れることも大切です。ぜひ１年生での「キャリア教育」推進の根幹にしてみてくださ

い。これから１０年、２０年後の社会はどうなっているのか想像することも難しい世の中です。そ

の時、社会人として活躍しているお子さんはどんな生き方をしているのでしょうか。楽しみでもあ

り、不安でもあります。将来を思い描くとき、大切なことは「今」をしっかり見つめることだと思

います。将来やりたいことをやるために、「今」しなくてはならないことは何なのか、将来のため

に「今」身につけないといけないことは何なのか考えることです。何の努力もなく、なんとなく生

きている人に、求めているような未来が来るとは思えません。今回の講演が自分の生き方について

真剣に考えるきっかけとなってくれれば幸いです。今月末には２学期末テストがあります。将来の

自分のためにがんばる姿を期待しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１１月２４日                                   

文責 安井  仁 



 

【講師の方の紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

    保護司 虎井 良一さん          起業家 酒本 勇太さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      窯元 山下 清志さん           漫画家 武田 愛子さん 

 

【生徒の振り返りより】  ＊原文のままです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


